論文公表時の謝辞掲載のお願い
分析計測分野ユーザーの皆様へ

　分析計測分野では、共同利用機器ラインアップや支援体制の充実を図って、ユーザーの皆様の教育研究活動をより強力に支援させていただきたいと考えています。近年はそのために、「共同利用効果の実績」を内外に示す事が必要不可欠な状況となっています。特に、研究成果である学術論文への貢献は、研究支援施設として最も評価される項目となります。そこで紙面等に限りがあるとは存じますが、分析計測分野設置の共同利用機器を使った研究成果を公表される際には、使用していただいた共用設備・サービスあるいは共用施設・共用システムを「謝辞」へ記載していただきますようお願い申し上げます。
　また毎年の年初めに、その前年の「公表論文リスト情報の提出」をお願いしております。論文実績収集につきましても。ご協力の程どうぞよろしくお願いいたします。　
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